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今回取り上げるのは、Edited by Julia Meszaros and Johannes Zachhuber, Sacrifi ce and Modern Thought, 
2013, Oxford University Press(以下、『供犠と現代思想』と表記する )である。『供犠と現代思想』は、供
犠に関する15本の論文で構成された論文集であり、序文においては2008年、2009年のイベントから
この論文集の共同制作が始まったと述べられている。その2008年、2009年のイベントは、Sacrifi ce and 
Modern Thoughtと題された一連の講義・談話1)のことを指していると思われる。なお、その一連の講
義・談話を主催したのは、オックスフォード大学のFaculty of Theology and Religionにおいて設立された
Centre for Theology & Modern European Thoughtという組織であり、その組織は、神学と他の知的領域と
の関係に関する学際的な研究を推進することを目標としている2)。
また、編者の Julia Meszarosと Johannes Zachhuberに関しては、Meszarosは神学的文化人類学について
研究する研究員であり、Zachhuberは歴史的・体系的神学に関する博士である。なお、Zachhuberに関しては、
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編 者 の う ち の ひ と り で あ る Zachhuberの 論 文Modern Discourse on Sacrifi ce and its Theological 
Backgroundにおいては、現代の非宗教的な供犠の議論とキリスト教的神学の関係について述べられる。
宗教哲学を研究しているPamela Sue Andersonの論文Sacrifi ce as Self-destructive ‘Love’: Why Autonomy 
Should Still Matter to Feministsにおいては、宗教的慣習の家父長制における自己犠牲的な「愛」を強制す
る規範について批判がなされる。
体系的神学を研究しているPaul S. Fiddesの論文Sacrifi ce, Atonement, and Renewal: Intersections between 
Girard, Kristeva, and Balthasarにおいては、題名に登場する三人の思想家同士の関係性について研究され
ている。
もう一人の編者であるMeszarosの論文Sacrifi ce and the Selfにおいては、自己の供犠に関しての考察が
行われる。
体系的神学を研究しているWolfgang Palaverの論文Sacrifi cial Cults as ‘the Mysterious Centre of Every 
Religion’: A Girardian Assessment of Aby Warburg’s Theory of Religionにおいては、ルネ・ジラールという
思想家の供犠論について言及される。
宗教研究を行っている Jessica Franzierの論文From Slaughtered Lambs to Dedicated Lives: Sacrifi ce as 
Value-Bestowalにおいては、人間の自律的な意志の存在が重視されつつ、ジラールの供犠論への批判がな
される。
ヒンドゥー教研究や比較宗教的研究を行っているGavin Floodの論文Sacrifi ce as Refusalにおいては、供
犠を放棄として理解することでもたらされる影響について述べられる。
神性について研究しているPhilip McCoskerの論文Sacrifi ce in Recent Roman Catholic Thought: From 
Paradox to Polarity, and Back Again?においては、ローマンカトリックの慣習・理論・教会と供犠の関係に
ついて論じられる。
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社会文化人類学者であるNick Allenの論文Using Hubert and Mauss to think about Sacrifi ceにおいては、
アンリ・ユベールとマルセル・モースの供犠に関するテキストについて言及される。
文化人類学について研究しているLaura Rivalの論文The Aztec Sacrifi cial Complexにおいては、文化人
類学的観点からアステカの人身供犠の解釈・分類が行われる。
神学・美学・文化について研究しているDavid Brownの論文Human Sacrifi ce and Two Imaginative 
Worlds, Aztec and Christian: Finding God in Evilにおいては、キリスト教神学の視点からアステカの人身供
犠について論じられる。
宗教について研究しているBettina E. Schmidtの論文Blood Sacrifi ce as a Symbol of the Paradigmatic 
Other: The Debate about Ebó-Rituals in the Americasにおいては、アフリカ系アメリカ人の宗教に対してキ
リスト教的認識が与えてきた影響について述べられる。
キリスト教の歴史について研究している Jon Pahlの論文Apocalypse and Sacrifi ce in Modern Film: 
American Exceptionalism and a Scandinavian Alternativeにおいては、アメリカとスカンディナヴィアの映
画における黙示録的思想と供犠の間の関連性について述べられる。














































































１) University of Oxford, Sacrifi ce and Modern Thought, 
http://users.ox.ac.uk/cgi-bin/safeperl/ctmet/main.cgi?7
(2016.11.25 確認 )
２) University of Oxford, Centre for Theology & Modern European Thought, 
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(2016.11.25 確認 )
３) University of Oxford, CTMET People, 
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(2016.11.25 確認 )
４) ルネ・ジラールの模倣的欲望論、スケープゴート論の理解においては、西永良成の『〈個人〉の行方――ルネ・ジラー
ルと現代社会』(2002 年、大修館書店 )を参考にした。
